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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　展開された箱の形状に板紙を切断し、前記展開された箱のコーナーを折り、且つ、接続
部分を糊付けすることによって製造された、物品を包装するのに好適な引き出し式の包装
箱において、
　内部容器（３０）を引き出しのように挿入する口部分（１６）を形成する四角形のチュ
ーブの形状を形成した４つの壁部分（１１、１２、１３、及び１４）及び背面壁部分（１
５）と、手提げ袋の機能を実行するべく前記口部分（１６）に隣接して提供された加工さ
れた取っ手（１７）と、を具備した外部容器と、
　少なくとも１つの物品を陳列するための物品支持部（６１）を収容し、且つ、引き出し
のように開閉されるべく前記外部容器（１０）の前記口部分（１６）を通じて挿入される
四角形の容器の形状を形成した４つの外部壁部分（３１、３２、３３、及び３４）、４つ
の内部壁部分（３５、３６、３７、及び３８）、及び底部壁部分（３９）を具備した前記
内部容器（３０）と、
　前記口部分（１６）の強度を補強するべく、前記内部容器（３０）が挿入される前記外
部容器（１０）の前記口部分（１６）において前記外部容器（１０）の前記４つの壁部分
を延長させて内向きに曲げることによって形成された口オーバーラップ部分（２１、２２
、２３、及び２４）と、
　前記口オーバーラップ部分の中の１つの口オーバーラップ部分（２１）の自由端部によ
って形成されており、前記外部容器（１０）の上部壁部分から弾性的に引き離されてギャ
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ップ（４１）を形成しているストッパ（４２）であって、前記内部容器（３０）が開かれ
た際に前記内部容器（３０）の上向きの突出部（４０）と接触状態になることができるス
トッパ（４２）と、
　前記外部容器（１０）の前記ストッパ（４２）と接触状態になるように前記内部容器（
３０）の背面壁によって形成された前記上向きの突出部（４０）と、
　を有しており、
　前記取っ手（１７）は、前記外部容器（１０）の前記口部分（１６）に隣接して設けら
れており、前記取っ手（１７）は２つのヘッド部分（１９）を有しており、
　前記取っ手（１７）のそれぞれのヘッド部分（１９）は、前記外部容器（１０）に形成
された孔（１８）を通じて挿入されることにより、前記外部容器（１０）の内部表面上に
おいて前記孔（１８）の周りに保持されており、且つ、前記ストッパ（４２）と前記外部
容器（１０）の間に前記ギャップ（４１）を維持するべく機能している、引き出し式の包
装箱。
【請求項２】
　前記外部容器（１０）の前記口部分（１６）の両側に形成された傾斜部分（２５）と、
　前記内部容器（３０）に形成されており、前記内部容器（３０）が閉じられた際にも、
前記傾斜部分（２５）の存在により前記外部容器（１０）の外部に露出している接触部分
（４４）と、
　前記内部容器（３０）の前記外部及び内部壁部分（３１及び３５）の間に配置されてお
り、前記外部容器（１０）の外部に露出した前記接触部分（４４）を形成しているグリッ
プ部分（４５）と、
　を更に有する請求項１記載の引き出し式の包装箱。
【請求項３】
　指を挿入するためのミシン目が入ったライン（２７）が、前面側の前記外部壁部分（３
１）に形成されている請求項１記載の引き出し式の包装箱。
【請求項４】
　前記３つの残りの口オーバーラップ部分（２２、２３、及び２４）は、前記外部容器（
１０）の前記対応する壁部分から引き離されており、且つ、前記内部容器（３０）との弾
性的な接触状態となることにより、前記内部容器（３０）の過剰な開閉動作を抑制してい
る請求項１記載の引き出し式の包装箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、引き出し式の包装箱に関するものであり、更に詳しくは、内部容器
と外部容器を有する物品包装箱に関するものであって、内部容器は、引き出しの構成にお
いて外部容器と共に組み立てられており、外部容器は、手提げ袋として機能している。
【背景技術】
【０００２】
　当技術分野において周知のように、従来の包装箱は、４つの連続した壁部分、上部壁部
分のセグメント、及び下部壁部分のセグメントを含む板紙を使用して展開された箱を形成
し、展開された箱の２つの端部を１つに糊付けすることによって４つの壁部分を成形し、
上部及び下部壁部分のセグメントを組み立てると共に、組み立てられた箱に取っ手を提供
するか又は板紙にノブを提供することにより、製造されている。
【０００３】
　包装箱の機能について説明すれば、物品の製造者は、物品を包装箱によって包装し、包
装された物品を物品販売者に引き渡す。販売者は、包装された物品を店舗内に陳列し、包
装された物品を手提げ袋の内部に収容された状態において購入者に引き渡す。購入者は、
購入した物品を収容している箱を開き、物品を取り出して使用する。大部分の包装箱及び
手提げ袋の寿命は、包装箱が開かれた際に終了することになる。
【０００４】
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　大部分の地域においては、購入者は、手提げ袋を別途購入しなければならないと法律に
よって規定されている。当技術分野においては、手提げ袋の購入という要件に起因した購
入者の負担を低減するための装置が開示されている。手提げ袋としても機能する包装箱は
、大韓民国実用新案登録第２０－２３１４２３号（ＫＲ２０－２３１４２３Ｂ）、第２０
－３５２９３５号（ＫＲ２０－３５２９３５Ｂ）、及び第２０－３５２９３８号（ＫＲ２
０－３５２９３８Ｂ）に記述されている包装袋及び包装箱を含んでいる。
【０００５】
　取っ手が提供された包装箱によれば、購入者は、手提げ袋を購入する費用を節約可能で
あり、これは、資源の節約という社会的な利益をも提供している。しかしながら、取っ手
を具備するものを含む大部分の包装箱は、物品を包装している包装箱が一旦顧客に引き渡
された段階で、包装箱の使用が終了し、包装箱は、物品から除去されて廃棄されることに
なる。
【０００６】
　本発明は、物品の包装箱の機能と、これから得られる利益を拡張した引き出し式の包装
箱を提供するべく考案されたものである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　物品の製造者によって製造された物品は、個別に包装され、市場に投入され、購入者に
よって選択及び購入され、手提げ袋の内部に保持された状態において運搬され、購入者の
所望に従って使用される。物品の製造者が留意する最大の関心事項の１つは、市場に投入
された物品が、顧客に販売される際にどの程度の競争力を有しているかという点にある。
物品が競争力を有するためには、物品が購入者との間においてコミュニケーションを遂行
できるように物品を設計し、購入者によって選択されるようにする必要がある。このコミ
ュニケーション手順は、物品と購入者の間における情報の提供と呼ぶことができる。物品
がパッケージ媒体を通じて顧客との間において実行する情報の提供は、一次的な情報の提
供であり、これは、その物品の品質、有効性、及び価格に基づいたものである。これに加
えて、顧客が物品を購入して使用する際に物品の包装によって提供されるサービスを介し
て二次的な情報の提供が実行される。この二次的な情報の提供は、物品の販売に強力な影
響を及ぼすことが判明している。即ち、２つの物品製造者によって製造された物品の品質
及びコストが互いに等しい場合に、１つの物品内に含まれている２次的な考慮事項が顧客
に認知されている場合には、その製品の市場占有率が大幅に増大することになる。物品の
製造者及び販売者の関心は、この二次的な考慮事項に集中しており、これが、顧客による
物品の選択を促すための大きな要因として機能している。
【０００８】
　本発明においては、この二次的な情報の提供の内容により、物品の優雅さを向上させ、
購入者に利便を提供し、材料を節約し、ユーザーに対して実用性を保証すると共に、物品
の使用期間の全体を通じて物品の優雅さを維持する必要があると考えている。
【０００９】
　本発明は、顧客による物品の認知に対して直接的に影響を及ぼすと共に物品に対する購
入者の関心を喚起する情報を提供する媒体を包装箱の内部に包含するべく機能している。
本発明は、包装箱の内部に含まれた購入促進媒体として、引き出し式の包装箱を開示して
いる。本発明においては、引き出し式の包装箱とは、物品が完全に使用される期間にわた
って引き出しの機能を維持可能である包装箱を意味している。この引き出し式の包装箱は
、引き出しを開く単一の動作を通じて物品が取り出されるパッケージを意味するものでは
ない。本発明による引き出し式の包装箱は、外部容器と内部容器の組み合わせを有してい
る。本発明は、外部容器が手提げ袋の機能を果たしており、この結果、別個の手提げ袋に
対するニーズを除去した包装箱を提供している。本発明は、引き出しのように外部容器と
の関係において内部容器を開閉可能である包装箱を提供している。本発明は、引き出しの
ような内部容器の動作の際に内部容器が外部容器から分離しない包装箱を提供している。
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本発明は、物品の一部が使用されている際に物品の残りの部分が良好な状態で維持されて
おり、且つ、物品の品質が最後まで維持される包装箱を提供している。本発明は、外部容
器の口部分の強度が補強されており、従って、包装箱の外観が劣化しない包装箱を提供し
ている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　板紙の包装箱において、展開された箱の形状を具備した平らな板紙から、４つの上部、
下部、左、右壁部分と、前面壁部分、背面壁部分、コーナー部分、接合部分、折られた状
態に箱を維持するための結束部分、及びその他のオーバーラップ部分が形成されている。
コーナー部分を折って接合部分を糊付けすることにより、正常な箱の形状が形成される。
板紙の包装箱は、４つの壁部分、前面壁部分、及び背面壁部分を潰れた状態において保持
可能な方式によって製造されている。板紙の包装箱は、潰れた状態において配布され、物
品を包装する際に正常な箱の形態に折られている。
【００１１】
　物品と購入者の間のコミュニケーション媒体として機能するべく、物品の購入者又はユ
ーザーに対して利便と追加サービスを提供するための新規な特徴及び使用効果を含む本発
明は、前述の製造方法を使用することにより、展開された箱から製造されている。
【００１２】
　本発明による引き出し式の包装箱は、内部容器と外部容器を有している。本発明の外部
容器は、引き出しの形態において内部容器を受け入れるチューブタイプの箱である。外部
容器には、取っ手が提供されており、手提げ袋の機能を果たしている。外部容器は、部分
的に内部容器のヘッド部分を露出させていることから、ユーザーは、片手を使用してヘッ
ド部分を把持し、内部容器である引き出しを開くことが可能であり、露出しているヘッド
部分に物品に関する情報を印刷可能である。内部容器を外部容器の内部に受け入れる外部
容器の口部分の強度は、口部分が曲がらずに真っ直ぐな形態を具備し、この結果、包装箱
の外観が劣化しないように、増強されている。外部容器は、引き出しが自由に開閉しない
ように、適切な摩擦力を生成している。具体的には、外部容器は、引き出し、即ち、内部
容器を開く際に引き出しが外部容器から分離することを防止するためのストッパを含んで
いる。又、背面壁部分は、折り畳まれるように形成されており、この結果、上部及び下部
壁部分が互いに接触して潰れた状態において包装箱を物品製造者に提供可能であり、且つ
、物品製造者は、潰れた外部容器を四角形のチューブの正常な形状に折ることにより、内
部容器を外部容器の内部に収容可能である。
【００１３】
　本発明の内部容器は、外部容器の内部に収容されており、且つ、物品の使用期間を通じ
て引き出しのように安定して開閉される。内部容器の内部には、陳列された状態において
物品を支持する物品支持部が収容されている。内部容器は、上向きの突出部を具備してお
り、この結果、外部容器のストッパを上向きの突出部と接触させることにより、引き出し
の分離を防止可能である。外部容器の外部に露出した内部容器の接触部分には、内部容器
を指によって把持可能であるグリップ部分が提供されている。更には、ミシン目が入った
ラインを切り裂くことによって指を内部容器の内部に挿入できるように、内部容器には、
ミシン目が入ったラインが形成されている。
【００１４】
　以下、その実施例に関する添付の図面を参照し、本発明について更に詳細に説明するこ
ととする。
【００１５】
　本発明の一実施例による引き出し式の包装箱は、外部容器１０及び内部容器３０を有し
ている。外部容器１０は、４つの壁部分１１、１２、１３、及び１４と、背面壁部分１５
、及び接合部分２９を板紙から一体で形成し、この平らな板紙を四角形のチューブの形状
に折り、且つ、接合部分２９を糊付けすることにより、製造されている。チューブの形状
に形成された外部容器１０は、引き出しのように内部容器３０を外部容器１０の内部に収
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容可能な口部分１６を具備している。外部容器１０には、口部分１６に隣接して取っ手１
７が提供されており、この結果、外部容器１０は、手提げ袋の機能を果たすことができる
。
【００１６】
　内部容器３０は、４つの外部壁部分３１、３２、３３、及び３４、４つの内部壁部分３
５、３６、３７、及び３８、底部壁部分３９、及び結束部分４６を含む内部容器１０のコ
ンポーネント要素を平らな板紙から一体で形成し、この平らな板紙を箱の形状に折り、且
つ、結束部分４６を互いに接続することにより、四角形の容器の形状に製造されている。
四角形の容器内には、少なくとも１つの物品を陳列するための物品支持部６１が収容され
ている。内部容器３０は、引き出しのように開閉できるように、外部容器１０の口部分１
６を通じて挿入可能である。内部容器３０を閉じた際には、内部容器３０の内部端部が背
面壁部分１５と接触することになり、内部容器３０を開いた際には、内部容器３０の上向
きの突出部４０が外部容器１０のストッパ４２と接触することになる。
【００１７】
　本発明においては、内部容器３０が外部容器１０との関係において引き出しのように開
閉されることから、物品を最初に使用する際には、引き出しを開いて、いくつかの内容物
を取り出している。次いで、引き出しが閉じられた際には、包装箱は魅力的な初期の外観
を具備しているため、物品が完全に使用される期間を通じて包装箱を初期状態に維持可能
である。本発明による引き出し様の包装箱の効果により、物品のユーザーは、物品の使用
期間を通じて内容物の残りの部分を新規購入品であるかのように使用可能である。物品の
使用期間を通じて、物品の残りの部分を良好な状態において容易に維持可能であり、箱の
開閉動作を容易に且つ便利に実行可能である。これらの利益は、店舗内において購入者の
関心を喚起するための情報媒体として機能している。又、本発明による引き出し式の包装
箱の場合には、物品が完全に使用される期間を通じて包装箱がきれいに保持されるという
事実に起因し、物品のイメージが改善されることになる。更には、包装箱の印刷媒体を通
じて物品の広告効果が向上するという利益も、物品の製造者及び販売者に付与されている
。
【００１８】
　口部分１６の強度を補強するための口オーバーラップ部分２１、２２、２３、及び２４
は、内部容器３０を外部容器１０の内部に受け入れる口部分１６において外部容器１０の
４つの壁部分を延長させて内側に曲げることにより、形成されている。図７及び図８に示
されているように、口オーバーラップ部分２１、２２、２３、及び２４により、チューブ
形状の外部容器１０の口部分１６のエッジ１６ａは、丸い表面を具備するようになってお
り、滑らから外観が提供されている。更には、丸いエッジ１６ａの存在に起因して、口部
分１６の強度が補強されていることから、口部分１６の輪郭が美的な魅力を有しており、
この結果、物品の品質が向上し、且つ、板紙の切断端が隠蔽されていることから、板紙の
鋭い切断端によって指が傷つくことを防止可能である。この観点において、図９を参照す
れば、板紙の切断端１６ｂが外部容器１０の口部分１６において外部に露出している場合
には、包装箱の外観が劣化すると共に、口部分の強度が弱化し、この結果、口部分に曲が
った部分が形成され、物品の品質が劣化することになる。又、ユーザーの指が板紙の鋭い
切断端によって傷つく可能性も存在している。
【００１９】
　口オーバーラップ部分の１つである口オーバーラップ部分２１は、外部容器１０の上部
壁部分１１から弾性的に引き離されてギャップ４１を形成しており、口オーバーラップ部
分２１の自由端部がストッパ４２として機能し、これが、内部容器３０が開かれた際に内
部容器３０の上向きの突出部４０と接触することになる。ストッパ４２と接触することに
なる内部容器３０の上向きの突出部４０は、内部容器３０の背面壁部分によって形成され
ている。引き出しのような内部容器３０の動作を適切に維持するためには、意図しない外
部容器１０からの引き出しの分離を防止する必要がある。本発明においては、ストッパ４
２が外部容器１０の上部壁部分１１から引き離されてギャップ４１を形成しているため、
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内部容器３０が十分に開かれた場合にも、ストッパ４２が内部容器３０の上向きの突出部
４０と接触することから、内部容器３０の意図しない分離が防止されている。この設備を
含む本発明による包装箱の内部容器３０は、引き出しのように、安定した状態において開
閉可能である。
【００２０】
　本発明においては、外部容器１０の口部分１６の両側に傾斜部分２５が形成されている
。これらの傾斜部分２５の存在に起因し、引き出しが閉じられた際に、内部容器３０の接
触部分４４が外部容器１０の外部に露出している。接触部分４４を形成するべく、内部容
器３０の部分３１及び３５の間には、グリップ部分４５が形成されている。接触部分４４
は、引き出しの開閉とは無関係に、外部に露出している。グリップ部分４５によって形成
された接触部分４４により、引き出しを開いた際に、内部容器３０を指で把持可能である
。更には、グリップ部分４５は、物品に関する情報を提供する媒体として利用することも
可能である。
【００２１】
　内部容器３０の外部壁部分３１には、指を挿入するためのミシン目が入ったライン２７
が形成されている。ミシン目が入ったライン２７は、等価な手段として機能するノブによ
って置換することも可能である。ミシン目が入ったライン２７を内側に押下することによ
り、ユーザーは、指を挿入して引き出しを開閉するための開口部を形成可能である。開口
部が形成されるか又はノブが内部容器３０に提供されている場合には、開口部を通じて指
を挿入することによって又はノブを使用することによってグリップ部分４５を把持した状
態において、引き出しを開閉可能であり、これにより、便利な方式によって引き出しの開
閉動作を実行可能である。
【００２２】
　又、３つの残りの口オーバーラップ部分２２、２３、及び２４も、外部容器１０の対応
する壁部分から引き離されて内部容器３０との弾性接触状態にあり、内部容器３０の妨げ
のない開閉動作を防止している。３つの残りの口オーバーラップ部分２２、２３、及び２
４は、前述のように、外部容器１０の口部分１６の強度を補強すると共に引き出しの安定
した操作を実現するための摩擦力を生成するべく機能している。この繊細な機能は、本発
明が適用されている包装された物品の反復購入者の購入決定傾向を刺激している。
【００２３】
　図１０を参照すれば、外部容器１０に提供された取っ手１７のそれぞれは、それぞれの
ヘッド部分１９が、外部容器１０内に形成された孔１８を通じて挿入され、外部容器１０
の内部表面上において孔１８の周りに保持される方式により、構築されている。取っ手１
７のヘッド部分１９は、ストッパ４２と外部容器１０の間にギャップ４１を維持するべく
機能している。図１１においては、弾性を適用してストッパ４２の適切な動作を実現する
機械的な要素が提供されている。この機械的な要素は、口オーバーラップ部分２１と外部
容器１０の間に配設されたスプリング４７を有している。図１０においては、取っ手１７
のヘッド部分１９の材料の弾性により、口オーバーラップ部分２１が、図１１に示されて
いるものと同一の方式によって動作可能である。従って、本発明においては、ストッパ４
２が、引き出し、即ち、内部容器３０の安定した便利な動作を保証している。
【００２４】
　外部容器が家具の上に適切に配置された際に、引き出しを開閉することにより、物品を
取り出して使用可能であり、従って、本発明による包装箱は、物品を使用するための位置
に包装箱が維持されている期間中に、家具の引き出しとして機能可能である。
【発明の効果】
【００２５】
　以上の説明から明らかなように、本発明は、物品購入者の関心を喚起する手段として使
用可能である引き出し機能を具備した包装箱を提供している。本発明の引き出し式の包装
箱は、外部及び内部容器の組み合わせを有している。外部容器は、手提げ袋として機能し
ている。内部容器は、引き出しの動作と同様に、外部容器との関係において安定した状態
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で開閉可能である。引き出し式の動作の際に内部容器が外部容器と分離することはない。
いくつかの物品が使用されている際には、残りの物品は、内部容器、即ち、引き出し内に
保持されており、この結果、残りの物品の初期の品質をそのままに維持可能である。外部
容器の口部分の強度が補強されていることから、引き出し式の包装箱の外観が劣化するこ
ともない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　本発明の実施例は、以下の例１～例７に提示されている。
【００２７】
　（発明の態様）
　（例１）
　外部容器の製造：図３に示されているように、外部容器１０のコンポーネントである４
つの壁部分１１、１２、１３、及び１４、背面壁部分１５、及び接合部分２９、外部容器
１０の口部分１６の口オーバーラップ部分２１、２２、２３、及び２４、口オーバーラッ
プ部分２１の端部に形成されるストッパ４２、及び外部容器１０の口部分１６の両側に形
成される傾斜部分２５を平らな板紙の内部に含むように、展開された箱を製造した。次い
で、この展開された箱のコンポーネントを境界線に沿って折り、接合部分２９を糊付けす
ることによって外部容器１０を製造した。
【００２８】
　（例２）
　内部容器の製造：図４に示されているように、外部壁部分３１、３２、３３、及び３４
、内部壁部分３５、３６、３７、及び３８、底部壁部分３９、及び結束部分４６を平らな
板紙の内部に含むように、平らな板紙片を準備した。次いで、平らな板紙を折って結束部
分４６を組み立てることにより、内部容器３０を製造した。
【００２９】
　（例３）
　取っ手の取り付け：取っ手１７を外部容器１０を貫通させた状態において口部分１６に
隣接して取り付けた。
【００３０】
　（例４）
　物品支持部６１を例２の内部容器３０の内部に収容した。
【００３１】
　（例５）
　内部及び外部容器並びにストッパの機能の組立：例４の内部容器３０を例３の外部容器
１０の内部に取り付けた。
【００３２】
　包装箱を閉じた際には、内部容器３０の内部端部が、外部容器１０の背面壁部分１５と
接触状態となり、包装箱を開いた際には、内部容器３０の上向きの突出部４０が外部容器
１０のストッパ４２と接触状態となった。
【００３３】
　（例６）
　指を挿入するためのミシン目が入ったラインの形成：指を挿入するためのミシン目が入
ったライン２７を例２の内部容器３０の外部壁部分３２に更に形成した。
【００３４】
　（例７）
　口オーバーラップ部分の機能：例１の外部容器１０の口部分１６の３つの面の口オーバ
ーラップ部分２２、２３、及び２４の端部を外部容器１０から引き離し、内部容器３０と
の弾性接触状態とした。この弾性接触は、摩擦力を生成し、内部容器３０の自由な開閉を
妨げた。
【産業上の利用可能性】
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【００３５】
　本発明の結果として、即座に使用可能である試験用の引き出し式の包装箱が得られた。
この試験用の引き出し式の包装箱の特徴は、図３及び図４の展開された板紙片の内部に内
蔵されていた。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の一実施例による引き出し式の包装箱を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施例による引き出し式の包装箱の外部及び内部容器を示す分解斜視図
である。
【図３】本発明による外部容器の展開図である。
【図４】本発明による内部容器の展開図である。
【図５】本発明による内部及び外部容器を示す切断斜視図である。
【図６】本発明による外部及び内部容器の組立状態を示す断面図である。
【図７】本発明による外部容器の口部分を示す正面図である。
【図８】図７のラインＡ－Ａに沿って取得した断面図である。
【図９】外部容器の口部分からオーバーラップ部分を除去した際の口部分の変形状態を示
す正面図である。
【図１０】ストッパを弾性的に付勢している取っ手を示す断面図である。
【図１１】図１０と等価な断面図である。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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